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1. 概要（Summary） 
本研究では、スラブ型フォトニック結晶光微小共振器に

おける、局在導波モードと共振器モードを用いた双共鳴

の実験的に観測評価し、双共鳴の波長をフレキシブルに

チューニングできる事を示した。中空構造のスラブ型のフ

ォトニック結晶の作成は酸化膜付きシリコンの上に薄いシ

リコン層を積層した SOI 基板を用いて作成した。 
 

2. 実験（Experimental） 
電子線描画装置によって線欠陥を持つ周期的なフォト

ニック結晶光共振器のパターンをレジストが塗布されたチ

ップ上に露光する。露光に使用するチップはステルスダイ

シング装置で SOI 基板から 2 cm角に切り出したものであ

る。次に現像後のレジスト層をマスクとしてドライエッチン

グを行い、SOI チップの薄いシリコン層上に周期的な穴を

空ける。穴の開いたシリコン層を中空構造にするためにフ

ッ酸によって選択的に酸化膜シリコン層をエッチングした。

これらのプロセスで作成されたサンプル(Fig. 1)について

フォトルミネッセンス(PL)測定を行った。 
 

3．結果と考察（Results and Discussion） 
チタンサファイヤレーザーを励起光とする PL 測定では、

フォトニック結晶共振器の部分で共振器モードによって弱

いシリコンの発光が増強されることが確認できた。発光ス

ペクトルの励起波長依存性をとる事で局在導波モードを

調べられるが、局在導波モードと励起波長が合うと三桁に

及ぶ著しい発光増強現象が共振器部分だけで見られ、励

起と発光の双共鳴が起こっていることを確認した。さらに、

局在導波モードの格子定数依存性と共振器の長さ依存

性を調べる事で、励起と発光の共鳴を独立にチューニン

グできることが示された。今後など吸収発光する物質の発

光や非線形光学過程の増強への応用が期待される。 
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